
50　食　物

A 98 晩白粕果戌中りフラボ>イ1ヽ゛類の分剱
武庫･?ヤ大家政　・陣内弘子　森下敏令

〔(社)日本家政学会

　目的　柑4lr数l: l:t, ')ﾀ撞柳・構這のが

合物を単鮨すiこい^困難であるをさ恥マさた．n知忽, 神ふいよ, pl>£－̂友り吟ﾚ吻i一

々/Vt，＆ゐ，e.を吸遷有几I だなラム7 ・V ドデラフィによりフラボノイド｀禰の検索を行-> T

いる。今回，文旦。一種であう晩白柚り未熟果及び｀成熟果・果皮及ダ足けを用いてフラボ｀

ノイμ蝕^n検索μ子い単離方ゑにっいマ基礎的な影地がヽら検討を行，た。

　方法　晩白袖外果≪ /ま細切乾副食粉砕し, 試料・ル倍量・口・μメ々ノー＼しにて?i-'c ■ *

申釘い回くV ゑり咄( re.温熱炉過後，？液を魂縮し剱湯/-- 溶解し，エーテル及ダフ

ロ［7ポルムで洗浄[ fz. 水層よソ齢破エヤレrうラボノイド｀k柚hし，酢竃エ4・し層を寝

縮桟白色紬la を得た。これをメタノー/し?"溶解し一包容いたぶ<n Iこついて検索を舒，た

。前処理ヒしマ, 咆ップノ' VワC,。力- ，'] yジに試料を保持し，マ･e トニ/，ｌノ･しで溶出

を行った。フラポ／A 片。検出は，ホ: ■ノフミトプし- 卜S; If!いたT L C芸によ’ﾉ行い，定

量は，こ波長クa マト尺キｙナーによソ行，た。

　糾呆　晩ぱ侑果皮及グ果け中には，文旦糸/これiれるキオベス■r <)ジンは今肩?れち

アラボノ4 μ｀として, ナソンギンin みが含肩きれているこt i認めた。碍られた秘晶茫紅

永ヽよ･)再紀し, 工岐及が融点翁勉によリナ!ノンギシrあることを認めた。二波長クaマト

スキャす- (; よソ，晩白相絨毯果皮/'^り中にはナ･ノンギン々汀･^ ，末社果皮中/こは乙畑

舛，成尨果汀中卜li おこり,禾熟呆け･ﾔには//i- ツの濃度T"ナ■; ンギ■l-か検出され, 課皮

衷け夭に未粘果中にナ’ノレギンが力いこt れ認ヽIT)られた。
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1.　目的　V 5 りガ’ば年・>牝＆t簡おl哺くか3用ヽ，られマき＆ス/＼゜イス．ぴkつr, ^

品に限.味t 賦与可3 昌り・,fか，＆奉り･一一i^く<tわ,れマf た．践冷rこ聞しt I?. こ，、ま

゛?喰ｓ&゛附（紳Ｆｙ屁，2j゛声・’1.４与｀゛４味政冷１ １-７単組．楕急次iL.？4｀マい3・ ffc

これら'^i

rJ. V ，々か．成冷* ざらiこ楕^レ. 秀存化合物の岸･艇，構遣解布-^日的^^る．

2．おt､･*■ I び結果　乾拳^ik化メチレンr･捧,K、レ.7)く胞気孔留t'.。。zJ

非揮柘性双海．冷艇レ■R. 後患i Vリーφケ･,レi)う^ ク・マI- グヤフィr- P･')精製レ支．

べヽノゼソーフセトV系7･’海i-、しマ. Cz/沁2 O3　ぐM゛，% μi) ・枇冶物1 降>■-，/肥山，μ

^44りCon），/too ぐt吻’.C=o）ツV-ﾉM尺S oi-≫（fH. ちり凡），5.呼フベ・．お哨λi// ○鴎

d.,J’iiH″,￥），MS.が‘’り　ｊ“（４‘ｊ叶，！-と:‘４叩＆！¶)４'？吋“ｔ ３-゜？ と裴

島レr-. モI / 千Iレ診4体i冷政レ　い^構亀を廬健･し瓦. f ｋ T・乎13 i,i'乙≪ 參,色フ・

);ヽ眼弧昌ff・弗y^･　IR、ii。．ぶ剱)ie>H)，I＆bo (乙－c），MS "ｿ・4.／^印゛λﾀﾀぶ.3?I,
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i･この鴇逢ごtt斉し恥．すら－r･･H･・O3 (ヽ･･.Pコnc^･aがり･^ 済葉色弱晶t阜雛しK．／£
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